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法務省は，人としての自由，正義及び平和の基礎である基本的人権を確保するため，毎年１２

月１０日を最終日とする１週間（１２月４日から同月１０日まで）を「人権週間」と定めています。 

以下のお話で，人権の意識を高める参考にしていただければと思います。 

人権とは「人が人として，その社会の規範（きはん）の中で自由に考え，自由に行動できる権

利（けんり）」です。すべての人が，生まれながらにもっている権利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はちの子 ○家  

人権週間について１２月４日～１０日 

太平洋上で船が遭難し，乗組員全員がなくなりました。船の最高責任者である船長さんもな

くなりました。このことがテレビニュースで報道され，それを見た船長の娘さんは，とてもショッ

クを受けました。なぜなら，昨夜一緒に家族３人で食事をして，見送ったばかりだったからです。     

数日後，ある人から娘さんに，「お気の毒に，これからはお母さんと二人で力を合わせてがん

ばってくださいね」と言われました。すると，娘さんは「え？」と不思議そうな顔をしました。 

どうして，娘さんは不思議そうな顔をしたのでしょうか？ 

 

実は，船長さんは女性，つまり亡くなったのはお母さんだったのです。残された家族は，お父

さんと娘さんだったのです。 

 

この話からわかることは，ほとんどの人は「船長さんは男性だ」と信じ込んでいます。また，同

様の例として，「病院の看護師さんは女性だ」と思い込んでいます。これは，人は他人に対して

決めつけたイメージを持っていることになります。このイメージは，広い意味で考えると，人が

持っているいろいろな良い点を見えなくしてしまうことになります。 

 

学級で考えてみましょう。忘れ物をする友達に対して，他の子供は「あの子はいつも忘れ物

をする」というイメージで見るようになり，その友達の良い点が見えなくなってしまいます。 

日頃からクラスの友達を決まった見方で見るのではなく，良い点を探すようにしましょう。 

 

さて，１２月４日から１０日まで，「人権週間」があります。「人権」という言葉を初めて聞いた人

もいるかと思います。何か難しい言葉のように思えるでしょうが，「人権」とは「世界中のだれも

が，安心して幸せに毎日を過ごすことができること」と考えてもいいと思います。学級の中で，

友達に対して決まった見方をするのではなく，その友達の良い点をたくさん見つけ，良い見方

をしてクラスのみんなが安心して生活できるようにしましょう。 

２学期までの富勢西小図書貸出数 ９，４８４冊（一人平均５３冊）１１/30 現在 

今年度の目標は一人平均７０冊！がんばりましょう！ 

冬休みの本の貸出 12 月６日（月）～１０日（金）一人５冊借りることができます。  
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